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横須賀市の長浜海水浴場。写真は2021年度の様子。
神奈川県のほとんどの海水浴場が2022年夏は開設することになった。鎌倉・逗子の両市は20日に、藤沢・横須賀・葉山の3市町が25日に、三浦市が26日にそれぞれ開設を発表した。茅ケ崎市も開設の方向で検討を進めており、近く最終判断を発表する。

夏の海水浴場開設をめぐっては、神奈川県がコロナの感染拡大時の対応を盛り込んだ「海水浴場ルールに関するガイドライン」を策定。緊急事態宣言が発令された場合などを想定し「国の基本的対処方針や県の実施方針に基づき、県が休場を要請した場合には、速やかに海水浴場を休場することとする」などの規定を追加した。

県内でまん延防止等重点措置や緊急事態宣言が出された場合、海水浴場の設置者や海の家関係者を対象に「県の要請に協力し要請内容の順守に努める」とも規定した。

藤沢市は県のガイドラインに加えて、独自の休場基準も設けた。病床使用率や重症者率、新規感染者数など客観的なデータを基に休場準備や即時休場を判断する。担当者は「事前に休場の基準を示すことで、組合自身も休場に向けた準備をしやすくした」としている。




